























































細胞環境での RIBE を再現する研究は世界初であり，RIBE 実験におけるシグナル伝達動態を非常に良
く再現している．中でも大きな成果として，非照射領域における DNA損傷の大部分がギャップ結合経
由の RIBE に因ることを示唆している．さらに，このシミュレーションによってコンフルエント単層
細胞環境における RIBE 伝播速度を推定することが可能となり，得られた伝播速度はギャップ結合経
由シグナル伝達が Ca2+によるカルシウムウェーブである可能性を示唆している． 
 
 第 5章は本論文の総括であり，得られた主要な研究成果について要約し，今後の展望について述べ
ている． 
 
 
 
 
